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 （第三者委員） 古澤康秀、小山千穂、石崎徹、町田奈緒子

 渡邊伸一

 （委員） 白鞘敬文、元島陽子、栗田宏一、青山真也、
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審　査　概　評
第三者委員　　小山　千穂

　必要とする人に必要な薬が届き、正しい利用を促す一助となるのがOTC医薬品広告の 

あるべき姿と考えます……と冒頭から当たり前のことを書いてしまいました。しかし気に

なるのです。テクニカルに抜け穴を利用しているような広告になっていないか、と。

　オフィス内の1シーン、服用前後で着用するブラウスが襟ありから同色系の襟なしに変

わっているというテレビCM素材がありました。前回の審査会では横断歩道を渡る前に腹痛

→整腸薬を服用→横断歩道を渡り切ったところでスッキリした顔、という流れの中でネク

タイの色が青色主体の黄色とのストライプから黄色主体の青色とのストライプに変わると

いうものも。どちらもあり得ないシチュエーションであり、視聴者のほとんどはブラウス

やネクタイの変化に気がつかないでしょう。このような服装の変更は、即効表現を想起さ

せないというエクスキューズとして使えないということが、今回改めて確認されました。

　今回の審査会で一番考えさせられたのは、医薬品等適正広告基準(局長通知、課長通知)

に違反していたら即アウトなのかについてです。課長通知に「併用に関する表現は認め

られない」とありますが、今回「併用も可能です」と表記したテレビCM素材がありまし

た。ラストカットの一瞬にそれほど目立つ大きさではない文字のみの表現だったこともあ

り、注意判定となりました。しかし、明らかな間違いであり基準違反なのに注意判定で

いいの？という声も上がっており、第三者委員5人中3人は不適正に手を挙げたことも重

く受け止めていただきたいと思います。テレビCMを直ちに取り下げるのは難しいという 

「大人の事情」と「OTC医薬品のあるべき姿」を天秤にかけているのですから。

　新聞広告では、あいかわらず効能効果の範囲を逸脱している素材が目立ちました。 

「神経修復成分配合」、「坐骨神経痛の主原因、腰内部の神経損傷に驚くべき効果」など

といった表現です。これらのコピーを用いた素材は満票で注意判定となりました。行き過

ぎた表現は、額面通りに受けとめてしまう消費者に誤認を与えます。また、大げさすぎて

逆に信用できないと感じる消費者も少なからずいると思われます。消費者とメーカーの双

方にメリットがない状態になりかねません。言葉選びに、より一層の配慮を求めます。
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審査結果

◎テレビ広告

ドリンク剤（1素材1件）

見　　解：＜注意＞

同じ薬効で「見た目は似ていても効き目が違う」とは言えない。

該当基準：�「すぐれたききめ」、「よくききます」の表現について〔基準3(5)、留意

事項(9)、GL10(8)〕

ビタミン主薬製剤（1素材1件）

見　　解：＜注意＞

コンドロイチンの成分自体が「痛みに効く」とは言えない。

該当基準：�「医学、薬学上認められている範囲内」の判断について〔基準3(2)、

GL7(1)〕

鼻炎用点鼻薬（1素材1件）

見　　解：＜注意＞

「鼻炎内服薬との併用も可能です」について、併用に関する表現は認めら

れない。

該当基準：用法用量についての表現の範囲〔基準3(4)、留意事項(1)、GL9(1)〕

参考意見：第3者委員の3名が、不適正に投票したということの重く受け止めてほしい。

課長通知違反であり、改善が必要である。

胃腸薬（1素材1件）

見　　解：＜注意＞

販売名の記載がパッケージ以外になく、正しい販売名の記載がない。

該当基準：�承認又は認証を要する医薬品等の名称についての表現の範囲〔基準1(1)、

GL4(2)〕

参考意見：ルール上、パッケージ以外に商品名を記載する必要がある。

点眼薬（1素材1件）

見　　解：＜注意＞

製品広告の要件を満たしていない（販売名、リスク区分、効能効果）。

該当基準：�承認又は認証を要する医薬品等の名称についての表現の範囲〔基準1(1)、

GL4(2)〕

「OTC医薬品区分」および「指定医薬部外品」である旨の記載について

〔GL23〕

効能効果の表現について〔改訂GL6(5)〕

参考意見：�実態としては、製品広告と連続して出稿されており、それぞれのTVCMには

区切りは無く一連で放映されているが、TVCMとしては30秒枠であるもの

の、それぞれ15秒枠として登録されているので別々に審査する。
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◎新聞広告

ドリンク剤（1素材1件）

見　　解：＜注意＞

体験談的広告に該当する。

該当基準：使用体験談等について〔基準3(5)、留意事項(5)、GL10(5)〕

保健薬（10素材4件）

見　　解：＜注意＞

「神経修復成分配合」はビタミン主薬製剤の効能効果の範囲を逸脱している。

該当基準：�承認等を要する医薬品等についての効能効果等の表現の範囲〔基準3(1)、

GL6(1)〕

見　　解：＜注意＞

「実は油断大敵「坐骨神経痛」」、「「坐骨神経痛」の主原因」の表現は、効能効

果外である。

該当基準：�承認等を要する医薬品等についての効能効果等の表現の範囲〔基準3(1)、

GL6(1)〕

見　　解：＜注意＞

コンドロイチンが患部の軟骨成分を増やすような印象を与える。

該当基準：�「医学、薬学上認められている範囲内」の判断について〔基準3(2)、

GL7(1)〕

参考意見：広告全体として、痛みの患部にまで軟骨成分が届くような印象を与えるとの結論。

見　　解：＜注意＞

「神経の圧迫を予防するためのビタミンB1も含まれています」はいずれも

ビタミン主薬製剤の効能効果の範囲を逸脱している。

該当基準：�承認等を要する医薬品等についての効能効果等の表現の範囲〔基準3(1)、

GL6(1)〕

参考意見：ビタミンB6、B12に「神経修復」機能があるという表現についての採決結果です。
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広 告 主 　 商 品 名 　 秒数

佐 藤 製 薬 ユ ン ケ ル 黄 帝 液 Ｌ 15

佐 藤 製 薬 ユ ン ケ ル 黄 帝 総 合 15

佐 藤 製 薬 ユ ン ケ ル 黄 帝 総 合 15

クラシエ薬品 ク ラ シ エ 八 味 地 黄 丸 Ａ 60

アリナミン製薬 ア ク テ ー ジ Ｈ Ｋ 錠 90

アリナミン製薬 ア ク テ ー ジ Ｈ Ｋ 錠 90

アリナミン製薬 ア ク テ ー ジ Ｈ Ｋ 錠 120

アリナミン製薬 ア ク テ ー ジ Ｈ Ｋ 錠 120

小 林 製 薬 メ ン タ フ 15

久 光 製 薬 ア レ グ ラ Ｆ Ｘ 15

久 光 製 薬 ア レ グ ラ Ｆ Ｘ 15

久 光 製 薬 ア レ グ ラ Ｆ Ｘ 60

エスエス製薬 ア レ ジ オ ン ２ ０ 15

大 正 製 薬 ク ラ リ チ ン Ｅ Ｘ 30

グラクソスミスクライン 新 コ ン タ ッ ク 鼻 炎 Ｚ 15

興 和コルゲンコーワ鼻炎フィルムα 15

第一三共ヘルスケア エージーアレルカット総 合 15

佐 藤 製 薬 ナ ザ ー ル Ｇ ス プ レ ー 15

佐 藤 製 薬 ス ト ナ リ ニ Ｓ 15

広 告 主 　 商 品 名 　 秒数

龍 角 散 龍角散ダイレクトスティック 15

太 田 胃 散 太 田 漢 方 胃 腸 薬 Ⅱ 60

ラ イ オ ン ス ト ッ パ 下 痢 止 め Ｅ Ｘ 15

天 藤 製 薬 ボ ラ ギ ノ ー ル ス ム ー ス 15

天 藤 製 薬 ボ ラ ギ ノ ー ル ス ム ー ス 15

資 生 堂 薬 品 イ ハ ダ 製 品 15

ラ イ オ ン フェルゼアプレミアムＨＰブーストフォーム 60

大 塚 製 薬 オ ロ ナ イ ン Ｈ 軟 膏 60

久 光 製 薬 久光製薬 チームジャパンを応援 15

参 天 製 薬 ウ ェ ル ウ ォ ッ シ ュ ア イ 15

アリナミン製薬 マ イ テ ィ ア 総 合 15

アリナミン製薬 マイティアアルピタット総合 15

ジェーピーエス製薬 排 膿 散 エ キ ス 錠 Ｊ 30

山本漢方製薬 ヨ ク イ ニ ン ハ ト ム ギ 錠 15

小 林 製 薬 ビ ス ラ ッ ト グ ラ ン Ｅ Ｘ 15

ク ラ シ エ 漢方セラピークラシエ七物降下湯エキス錠 15

クラシエ薬品 漢方セラピークラシエ漢方柴胡加竜骨牡蛎湯エキス顆 30

大 正 製 薬 ア ラ イ 15



新聞広告
審査対象リスト
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広 告 主 　 商 品 名 　 媒体名

ア イ ム ブライトエイジホワイト 朝日新聞

アリナミン製薬 ア ク テ ー ジ Ｈ Ｋ 錠 読売新聞

アリナミン製薬 ア ク テ ー ジ Ｈ Ｋ 錠 朝日新聞

アリナミン製薬 フ ロ ー ミ ン エ ー ス 日経新聞

アリナミン製薬 メ ラ ノ ホ ワ イ ト 朝日新聞

アリナミン製薬 メ ラ ノ ホ ワ イ ト 読売新聞

救 心 製 薬 救 心
救 心 錠 剤 読売新聞

救 心 製 薬 救 心 錠 剤 日経新聞

クラシエ薬品 クラシエ八味地黄丸Ａ 読売新聞

興 和 キャベジンコーワα 朝日新聞

興 和 キャベジンコーワα 朝日新聞

興 和 キ ャ ベ ジ ン コ ー ワ α
キャベジンコーワα顆粒 日経新聞

興 和 キューピーコーワｉプラス 朝日新聞

興 和 キューピーコーワゴールドαプレミアム 日経新聞

興 和 キューピーコーワコンドロイザーα 日経新聞

興 和 ザガードコーワ整腸錠アルファスリープラス 日経新聞

興 和 バンテリンコーワパットＥＸ 日経新聞

興 和 バンテリンコーワ液α 日経新聞

興 和 新 キ ャ ベ ２ コ ー ワ 日経新聞

再春館製薬所 痛 散 湯 読売新聞

再春館製薬所 痛 散 湯 読売新聞

佐 藤 製 薬 ユ ン ケ ル 黄 帝 Ｌ
ユ ン ケ ル 黄 帝 液 朝日新聞

佐 藤 製 薬 ユ ン ケ ル 黄 帝 Ｌ
ユ ン ケ ル 黄 帝 液 日経新聞

佐 藤 製 薬 ユ ン ケ ル 黄 帝 液 読売新聞

シオノギヘルスケア パイロンＰＬ顆 粒Ｐｒｏ 読売新聞

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ 朝日新聞

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ Ｘ 朝日新聞

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ Ｘ α 読売新聞

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ Ｘ α 朝日新聞

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ Ｘ α 朝日新聞

広 告 主 　 商 品 名 　 媒体名

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ Ｘ α 読売新聞

大 正 製 薬 リ ポ ビ タ ン Ｄ Ｘ α 読売新聞

大 正 製 薬リポビタンロコモウォーク 読売新聞

大 正 製 薬リポビタンロコモウォーク 読売新聞

大 正 製 薬リポビタンロコモウォーク 朝日新聞

東京ディベロ コ ン グ ル コ ン １ 読売新聞

東京ディベロ コ ン グ ル コ ン １ 読売新聞

東京ディベロ コ ン グ ル コ ン １ 朝日新聞

東京ディベロ コ ン グ ル コ ン １ 読売新聞

東京ディベロ コ ン グ ル コ ン １ 読売新聞

東京ディベロ コ ン グ ル コ ン １ 読売新聞

富 山 常 備 薬リョウシンＪＶコンドロイ錠 読売新聞

富 山 常 備 薬リョウシンＪＶコンドロイ錠 朝日新聞

富 山 常 備 薬リョウシンＪＶコンドロイ錠 朝日新聞

富 山 常 備 薬リョウシンＪＶコンドロイ錠 朝日新聞

富 山 常 備 薬リョウシンＪＶコンドロイ錠 読売新聞

富 山 常 備 薬リョウシンＪＶコンドロイ錠 朝日新聞

富 山 常 備 薬 リ ョ ウ シ ン Ｊ Ｖ 錠 朝日新聞

富 山 常 備 薬 リ ョ ウ シ ン Ｊ Ｖ 錠 読売新聞

富 山 常 備 薬 リ ョ ウ シ ン Ｊ Ｖ 錠 読売新聞

富 山 常 備 薬 リ ョ ウ シ ン Ｊ Ｖ 錠 朝日新聞

富 山 常 備 薬 リ ョ ウ シ ン Ｊ Ｖ 錠 読売新聞

久 光 製 薬 エ ス カ ッ プ 朝日新聞

フューチャーラボ ド ン ホ ワ ィ ド ン 朝日新聞

八 ツ 目 製 薬 八 ツ 目 鰻 キ モ の 油 読売新聞

龍 角 散 龍角散ダイレクトスティック 朝日新聞

ロ ー ト 製 薬 目 薬 総 合 朝日新聞

太 田 胃 散 太 田 漢 方 胃 腸 薬 Ⅱ 日経新聞

フューチャーラボ ド ン ホ ワ ィ ド ン 読売新聞


